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次々と現れるお化けから逃げる参加者

4 年ぶり中学生の「お化け屋敷」

の思い出作りに挑戦
　中学生の自主企画「お化け屋敷」
が 8 月 12 日、中央センターで開か
れました。金ケ崎中学校 2 年生の有
志 8 人が企画・運営。さまざまな仕
掛けで参加者を驚かせました。リー
ダーの宮田優

ゆう
心
しん

くんは「小学生の時
に参加して楽しかったので、参加者
にも楽しい思いを味わってもらえれ
ば」と願っていました。お化け屋敷
を体験した髙橋美

み
聡
さと

さん（永小 4 年）
と千

ち
聡
さと

さん（同 1 年）は「お化けが
出てくるところが楽しかった」と充
実した表情を見せていました。

夏

　盛岡地方法務局と水沢人権擁護委員協議会によ
る人権教室が 8 月 31 日、金ケ崎中学校体育館で
行われました。同教室には岩手ビッグブルズの選
手 2 人が特別講師として参加。同校バスケット
ボール部員にバスケットボールの技術指導や相手
のことを思いやる大切さを教えました。

岩手ビッグブルズと連携した人権教室開催

いやりの大切さ学ぶ思

岩手ビッグブルズの選手（中央）の説明を真剣に聞く部員たち

　南方地区センターの陶芸教室が 9 月 7 日、同セ
ンターで開かれました。K

コ シ カ
O Ш KA の佐藤真

ま
智
ち

香
か

さ
んを講師に招いた同講座には 10 人が参加。茶碗や
皿などを手びねりで作りました。佐藤鶴

つる
吉
きち

さん（谷
地下）は「外に出て手先を動かし、心も体もリラッ
クスできた。また挑戦したい」と笑顔を見せました。

南方地区センターで教養講座（ものづくり）

びねりで陶芸楽しむ手

佐藤さんから指導を受け、作品の形を整える参加者

、

　「防災の日献立」が 9 月 1 日、町内小中学校で
提供され、児童生徒は非常時に袋のまま食べられ
る救

きゅう

給
きゅう

根
こん

菜
さい

汁
じる

などを味わいました。9 月 8 日に
は、本年度初めての「町内産食材 100％の日献立」
が提供され、町内産のアスパラガスや卵、豚肉な
どを使ったおいしい給食を楽しみました。

学校給食で「防災の日」献立提供

食で防災考えるきっかけに給

給食で提供された救給根菜汁を味わう児童たち

金ケ崎でべアレンビアフェスト開催

年ぶり地ビール満喫
　べアレンビアフェストかもん金ケ崎
2023（㈱べアレン醸造所主催）が 9
月10 日、JR 金ケ崎駅前特設会場で
開かれました。金ケ崎での開催は 4
年ぶり 8 回目。前売りチケット 350
枚が完売し、多くの来場者でにぎわ
いました。会場では計6種類の地ビー
ルが提供され、飲食など 16 店舗が
出店。音楽バンドの演奏もあり会場
を盛り上げました。来場者（町内）は「開
催が待ち遠しかった。このようなイベ
ントで金ケ崎がもっと盛り上がってほ
しい」とビールの祭典を満喫しました。

多くの来場者でにぎわいを見せたべアレンビアフェスト

４

　町議会と金ケ崎高校の生徒による「議会ほっ
とミーティング」（町議会主催）が 8 月 9 日、町
役場で開かれました。ミーティングには、同校 2
年生の生徒 3 人と町議 9 人が参加。生徒は、高
校の魅力化や通学バスの支援などについて堂々と
意見を発表し、議員と意見交換を行いました。

高校生との「議会ほっとミーティング」初開催

高生が町議会議員と意見交換金

プロジェクターを使って自分たちの意見を発表する生徒たち


